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損保総研レポート第 122 号を発刊し、以下の 2 つのレポートを掲載しました 
 

◆ サイバーセキュリティ対策－人材対策を中心に－ 

 

◆ 保険業務における AI の活用－活用事例とリスクへの対応を中心に－ 

 
 
公益財団法人 損害保険事業総合研究所（理事長 佐野 清明）では、研究員による

調査研究の発表の場として機関誌「損保総研レポート」を定期刊行しています。 
今号（第 122 号）では、次のレポートを掲載するとともに、他に海外の金融・保険

市場の動向等を紹介しています。  
 
 

＜レポート＞ 
◆『サイバーセキュリティ対策－人材対策を中心に－』 

                    （主席研究員 田村 賢吾） 

本稿は、サイバーセキュリティ対策の中で、大きな課題となっているサイバーセキ

ュリティ人材不足の対策を中心に取り上げました。 
米国では、サイバーセキュリティ人材対策のインフラ整備が進められ、人材不足へ

の本格的な取組が進んでいます。また、サイバーセキュリティ人材のスキルを標準化

するために米国国立標準技術研究所（NIST）が策定した「NICE サイバーセキュリ

ティ・労働フレームワーク」の存在が、これを容易にしています。 
わが国においても、これらの例を参考に、サイバーセキュリティ人材の流動化や育

成を官民連携で推進する体制構築が望まれ、また、各企業では自前の人材育成を計画

的に進める必要性が高まってきていると考えます。 
なお、補足資料として、各国機関において広く採用されている NIST の「重要イン

フラのサイバーセキュリティを向上させるためのフレームワーク」の概要と改訂版の

動向を紹介しています。現在検討中の改訂版では、サイバーセキュリティ対策の投資

有効性の検証に同フレームワークを活用していくという方向性が示されています。 
 

◆『保険業務における AI の活用－活用事例とリスクへの対応を中心に－』 

                         （主任研究員 金 奈穂） 

保険分野における FinTech を意味する InsurTech の取組が活発化しています。そ

の領域は多岐にわたりますが、本稿では AI（人工知能）に焦点をあて、現在 AI が最

も活用されている引受業務、および今後さらなる活用が期待されるロボアドバイザー

の事例を紹介しています。また、IAIS のレポートに基づき、保険業務においてビッ

グデータと AI を活用する際に生じるリスクを確認し、リスクへの対応として、欧米
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の保険規制当局の取組状況を紹介しています。 
本稿で紹介した事例では、保険会社が従来使用していなかった多様なデータを AI

で処理することによって、引受の精度向上や迅速化、および個々の顧客に応じた補償

やアドバイスの提供が実現しています。ビッグデータと AI の活用は、保険会社と消

費者の双方にメリットをもたらすもので、今後さらに活発化していくと思われます。 
こうした中、欧米の保険規制当局においては、消費者保護とイノベーションのバラ

ンスを確保する観点から、今後の規制の在り方について検討が進められている状況で

す。保険会社がビッグデータと AI を活用するにあたり留意すべき点として、こうし

た検討状況も参考になると思われます。 
 

 
＜その他＞ 
◆ 金融・保険市場におけるトピックス 

 
ご購入をご希望の方には、損保総研レポート第 122 号（A4 判 76 ページ）を在庫が

有る限り実費（税込 1,030 円）で頒布します。 
ご購入につきましては、当研究所ウェブサイト（http://www.sonposoken.or.jp/）「調

査研究」＞「2. 機関誌 損保総研レポート」でお申し込みいただけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この資料は、保険関係業界紙各社へ同時に配付しております。 

 

本件に関するお問い合わせ先 
〒101-8335 千代田区神田淡路町 2‐9 
公益財団法人 損害保険事業総合研究所 
研究部  金（TEL：03‐3255‐1761） 
ご購入に関するお問い合わせ先 
企画総務部（TEL：03‐3255‐5511） 
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